数学科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教諭　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習生　

1． 実施日　平成１８年６月１４日（木曜日）第３時間目

2． 指導学級　２年７組　（理系コース：男子　20名　女子12名　計 32名）

3． 使用教材　教科書：『新編数学Ⅱ』（数研出版）

4． 学習単元　

（1） 学習単元

第3章 ｢円と方程式｣　第２節　「円」

（2） 単元の目標

　　　　中学校までに三角形や四角形、円などの基本的な図形の性質を初等幾何の方法で学んできた。この単元では特に円に注目し、座標平面上で座標を用いて扱う方法を学ぶ。さらに前の単元で学習した直線の方程式と関連させ、円の中心と直線の距離から円と直線の位置関係や領域についても考えていく。

（3） 本時の目標

1 円の定義を確認し、グラフを座標平面上で表すとどのようになるのかを確認する。

2 ２点間の距離の公式から円の方程式


[image: image47.png]


を導き出し、中心と半径の二つの要素から円の方程式（標準形）が決定することを理解させる。

3 直径の両端とする２点の関係から、円の中心と半径と方程式を求められるようにする。

4 
[image: image2.wmf]を展開すると
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になることを理解させる。

5 平方完成を用いて一般形から標準形に直すことができるようにする。

5． 授業の展開

	時間
	学習内容
	指導上の留意点
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導入

７分
	＜まず円の基本的な性質について確認する。２点間の距離の公式を使用して円の方程式（１）（ここでは標準形と呼ぶ）を導入する＞
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■円の方程式（１）
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中心
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	グラフと共に円の方程式をしっかりと理解させる。

円の定義は、中心からの距離が一定である点の集まりであること認識させる。

	展開１

１３分
	＜円の中心と半径から円の方程式を導く例を示す＞
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[例] 中心が
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半径が２の円の方程式を求める
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練習２１
先に生徒を指名し、前に出させ問題を解かせる。

もう一度、黒板に注目させ解説を行う。
	教科書に書いてない内容なので、黒板に注目させる。

問題を解かせている間机間巡視を行なう。

円の中心の座標と半径を円の方程式が求められることを確認させる。

	展開２

１４分
	[例題４] 

＜
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を直径の両端とする円の中心、半径とその方程式を求める＞
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半径を
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半径rについて解くと
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中心
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　　一度、生徒から質問がないか確認してから進む

練習２２

　　　　を用意し生徒を名前で指名して解答させる
	を直径ＡＢの中点が円の中心であることを確認させる。

ここでも机間巡視を行なう。



	展開３

１３分
	＜一般形について説明するため標準形を展開する＞
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■円の方程式（２）（一般形）
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＜平方完成を行なう前に
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の関係に着目させる＞

[例１１]

＜一般形から平方完成を利用して標準形に直す＞
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つまり
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練習２３

指名した生徒が解き終わったら解説する。
	ここでは円の方程式（２）を確認させる。
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対応していることを確認させ標準形を目指し段階的に式を変形させていく。
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の係数の半分を二乗して両辺に加えていることを認識させる。

机間巡視を行ない、必要に応じてヒントを黒板に書いていく

進度よりも生徒が理解しているかどうかを重視する。

	まとめ

３分
	＜今日学習したことのまとめを行なう＞

　■まとめ

　　

①
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②円の方程式（２）
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③平方完成の仕方

　　（
[image: image42.wmf]y
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の係数の半分の二乗を両辺に加えることを確認）
	知識の定着と整理をするため、まとめを行なう。
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